
平成 22 年 4 月 1 日に開催した平成 22 年度第 2 回公立大学法人静岡文化芸術大学役員会の結果は、次
のとおりである。 

 

１ 審議事項 
（１）公立大学法人静岡文化芸術大学業務方法書の制定について 

ア 趣旨 
    地方独立行政法人法第 22条の規定に基づき、業務運営の基本方針等について、案のとおり 

定める。 
 

イ 審議結果 
特に意見はなく、全員の同意により議決 

 

（２）公立大学法人静岡文化芸術大学が徴収する料金の上限額について 
ア 趣旨 

地方独立行政法人法第 23 条の規定に基づき、業務に関して徴収する料金の上限額について、
案のとおり定める。 

 

イ 審議結果 

    特に意見はなく、全員の同意により議決 

 

（３）平成 22 年度公立大学法人静岡文化芸術大学事業計画案及び予算案について  
 
ア 趣旨 
  平成22年度公立大学法人静岡文化芸術大学事業計画及び予算について、案のとおりとする。 
 
イ 審議結果 

    特に意見はなく、全員の同意により議決 
 
（４）諸規定の制定及び一部改正について 
  ア 趣旨 
    公立大学法人静岡文化芸術大学に関する規定及び静岡文化芸術大学に関する規定について、

案のとおり制定及び一部改正する。 
 
  イ 審議結果 
    特に意見はなく、全員の同意により議決 
 
（５）理事長報酬の支給額について 
  ア 趣旨 
    公立大学法人静岡文化芸術大学役員報酬規程附則第 3 項の規定に基づき、法人設立後、最

初に就任する理事長報酬の支給額について、案のとおりとする。 
 
  イ 審議結果 
    特に意見はなく、全員の同意により議決 
 
２ 報告事項 
（１）平成 22 年度入学者選抜結果について 
   学部入試の志願倍率は、前年度の 8.67 倍に対して 11.94 倍であったこと、志願者、入学者と

もに県外者の比率が前年度より高かったこと等の変化があり、これらは公立大学法人化の効果
であると考えられる。 

 

（２）平成 21 年度卒業者の就職状況について 

採用環境の悪化により、就職内定率は昨年度を下回ったが、ほぼ 90％に近いところとなった。
（資料作成後に内定があり、最終的には 91.9％） 


